
 

 

 

 

資 料 



 

一人
ひ と り

ひとりに応
おう

じた支援
し え ん

を行
おこな

うためのアンケート 

 

生
せい

 徒
と

 氏
し

 名
めい

   

 

 

１ お子
こ

様
さま

が今
いま

までに次
つぎ

のような教育
きょういく

や支援
し え ん

を受
う

けたことがありますか？   はい ・ いいえ 

＊「はい」と答
こた

えた場合
ば あ い

は、次
つぎ

の欄
らん

に記入
きにゅう

してください。 

Ａ ことばの教 室
きょうしつ

       Ｂ 適応
てきおう

指導
し ど う

教 室
きょうしつ

    C 国際
こくさい

教 室
きょうしつ

    D 別室
べっしつ

（保健室
ほ け ん し つ

）登校
とうこう

 

E 個別級
こべつきゅう

・支援級
しえんきゅう

     Ｆ 通 級
つうきゅう

        Ｇ 通 常 級
つうじょうきゅう

での介助員
かいじょいん

のサポート
さ ぽ ー と

    

Ｈ フリースペース
ふ り ー す ぺ ー す

     I 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

     J その他
た

（具体的
ぐたいてき

に欄
らん

に記入
きにゅう

してください） 

   

今
いま

までに受
う

けた支援
し え ん

 

（記号
き ご う

でお答
こた

えください） 

受
う

けた場所
ば し ょ

 

（学
がっ

校名
こうめい

など） 
受
う

けた時期
じ き

、または期間
き か ん

 

   

   

   

 

 ２ お子
こ

様
さま

が今
いま

までに（今
いま

も）、次
つぎ

の相談
そうだん

機関
き か ん

、医療
いりょう

機関
き か ん

などを 

利用
り よ う

したことがありますか？                     はい ・ いいえ 

＊「はい」と答
こた

えた場合
ば あ い

は、次
つぎ

の欄
らん

に記入
きにゅう

してください。 

Ａ 県立
けんりつ

総合
そうごう

教 育
きょういく

センター
せ ん た ー

  Ｂ 各市町村
かくしちょうそん

の教 育
きょういく

相談
そうだん

機関
き か ん

   Ｃ 小児
しょうに

療 育
りょういく

センター
せ ん た ー

   

Ｄ 児童
じ ど う

相談所
そうだんじょ

        Ｅ 発達
はったつ

障 害
しょうがい

支援
し え ん

センター
せ ん た ー

（かながわ Ａ
えーす

）   

Ｆ 医療
いりょう

機関
き か ん

         Ｇ 各市町村
かくしちょうそん

の福祉
ふ く し

事務所
じ む し ょ

 ( 障 害
しょうがい

 福祉課
ふ く し か

 )  

Ｈ 特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

       Ｉ その他
た

（具体的
ぐたいてき

に欄
らん

に記入
きにゅう

してください） 

 

利用
り よ う

した機関
き か ん

 

（記号
き ご う

でお答
こた

えください） 
利用
り よ う

した時期
じ き

、または期間
き か ん

 

  

  

  

 

３ お子
こ

様
さま

が次
つぎ

の手帳
てちょう

をお持ち
も

ですか？                  はい ・ いいえ 

＊「はい」と答
こた

えた場合
ば あ い

は、○をつけてください。 

（  ）身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

 （  ）療 育
りょういく

手帳
てちょう

（愛
あい

の手帳
てちょう

） （  ）精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

     

 

４ お子
こ

様
さま

が発達障
はったつしょう

がいの診断
しんだん

を受
う

けていますか？             はい ・ いいえ 

＊「はい」と答
こた

えた場合
ば あ い

は、診断名
しんだんめい

を記入
きにゅう

してください。 

 

 

５ お子
こ

様
さま

は個別
こ べ つ

の支援
し え ん

計画
けいかく

(支援
し え ん

シート)を持
も

っていますか？        はい ・ いいえ 

 

＊ このアンケートは、保護者
ほ ご し ゃ

が、可能
か の う

な範囲
は ん い

で記入
きにゅう

してください。 

 

○秘  



 

６ お子
こ

様
さま

について、次
つぎ

の質問
しつもん

についてお答
こた

えください。（該当
がいとう

するものに○を記入
きにゅう

してください） 

 

 質
し つ

   問
も ん

 
よく 

ある 

ときど

きある ない 
わから 

ない 

1 思
おも

いつくままに話
はな

してしまうことがある。         

2 自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちを言葉
こ と ば

で伝
つた

えることが苦手
に が て

。         

３ 相手
あ い て

によって、言葉
こ と ば

づかいや態度
た い ど

を変
か

えることがむずかしい。         

４ 個別
こ べ つ

に言
い

われると聞
き

き取
と

れるが、大勢
おおぜい

の中
なか

ではむずかしい。         

５ 言葉
こ と ば

の説明
せつめい

よりも、書
か

いてある説明
せつめい

のほうがわかりやすい。         

６ 一度
い ち ど

に二
ふた

つ以上
いじょう

の事
こと

を言
い

われるとわからなくなってしまうことがある。         

７ 忘れ物
わす  もの

が多
おお

い。物
もの

をよくなくしてしまう。         

８ 自分
じ ぶ ん

の持
も

ち物
もの

の整理
せ い り

整頓
せいとん

が苦手
に が て

。         

９ 大切
たいせつ

な約束
やくそく

やスケジュール
す け じ ゅ ー る

を忘
わす

れてしまうことがある。         

10 一人
ひ と り

でいることが多
おお

く、友達
ともだち

と一緒
いっしょ

に過
す

ごすことがあまりない。        

11 書
か

くのがむずかしいと感
かん

じる〝ひらがな〟がある。         

12 文
ぶん

を書き写す
か  う つ  

ことがゆっくりになってしまう。         

13 簡単
かんたん

な計算
けいさん

を暗算
あんざん

ですることが苦手
に が て

。         

14 予定
よ て い

の変更
へんこう

があると不安
ふ あ ん

になったり、イライラ
い ら い ら

したりする。         

15 じっと座
すわ

っていることができない。もじもじ、そわそわしてしまう。         

16 転
ころ

んだり、人
ひと

や物
もの

にぶつかったりすることがある。         

17 冗 談
じょうだん

がわからないことがある。         

18 ついカッとなり感 情 的
かんじょうてき

になってしまうことがある。         

19 野球
やきゅう

やサッカー
さ っ か ー

、集 団
しゅうだん

ゲーム
げ ー む

などのルール
る ー る

を理解
り か い

することが苦手
に が て

。         

20 いじめを受
う

けたことがある。         

21 時間
じ か ん

、約束事
やくそくごと

、決
き

められたことが守
まも

られないとイライラ
い ら い ら

する。         

22 
聞
き

き間違
ま ち が

いをすることがある。 

（例
れい

「知
し

った」を「行
い

った」と聞
き

き間違
ま ち が

える） 

        

23 
文 章
ぶんしょう

を読む
よ

ときに、語
ご

や 行
ぎょう

をとばして読
よ

んでしまったり、繰
く

り返
かえ

し読
よ

ん

でしまうことがある。 

        

24 
読
よ

むことがやや苦手
に が て

な〝ひらがな〟がある。または区別
く べ つ

がむずかしいと

感
かん

じる〝ひらがな〟がある。 

        

25 
特定
とくてい

の事
こと

について、記憶力
きおくりょく

が良
よ

い。 

（例
れい

 電車
でんしゃ

の車体
しゃたい

番号
ばんごう

 時刻
じ こ く

表
ひょう

、カレンダー
か れ ん だ ー

などは全部
ぜ ん ぶ

覚
おぼ

えている） 

        

 



＊担任記入

1年次 2年次 3年次 4年次

㊙
フリガナ

生徒
せいと

の名前
なまえ

フリガナ

通称
つうしょう

を使
つか

っている場合
ばあい

の名前
なまえ

② 今
いま

、住
す

んでいる所
ところ

③ 国
こく

　籍
せき

④ 在留
ざいりゅう

資格
しかく

（ＶＩＳＡ）

⑤ 母
ぼ

　語
ご

語
ご

＊ある場合
ばあい

　1　国名
こくめい

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

　2　時期
じき

　　　（　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

　～　　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

）

　3　日本
にほん

に来
き

た時
とき

の年齢
ねんれい

　　　（　　　　　歳
さい

）

　4　日本
にほん

で学校
がっこう

に通
かよ

うことになった学年
がくねん

　　　（小学
しょうがく

　・　中学
ちゅうがく

　　　　　　　　年
ねん

　　　　月
がつ

）　＊小学
しょうがく

・中学
ちゅうがく

どちらかに○

　1　保護者
ほごしゃ

の名前
なまえ

（父
ちち

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（母
はは

：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　2　保護者
ほごしゃ

の母語
ぼご

は何語
なにご

ですか？（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語
ご

　）

⑧
学校
がっこう

に「こうしてほし

い」など、望
のぞ

むことがあ

れば記入
きにゅう

してください

　4　学校
がっこう

のお知
し

らせにふりがなは必要
ひつよう

ですか？（必要
ひつよう

　・　いらない）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊どちらかに○

　3　面談
めんだん

の時
とき

、通訳
つうやく

は必要
ひつよう

ですか？（　必要
ひつよう

　・　いらない　）＊どちらかに○

多文化
たぶんか

教育
きょういく

カード

⑥
海外
かいがい

での生活
せいかつ

経験
けいけん

に

ついて

⑦
日本語
にほんご

を母語
ぼご

としな

い保護者
ほごしゃ

への質問
しつもん

家族
かぞく

滞在
たいざい

　・　定住者
ていじゅうしゃ

　・　永住者
えいじゅうしゃ

　・　特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

　・　その他
た

（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊いずれかに○

ある　　・　　ない　　　　＊いずれかに○

①
学校
がっこう

で使
つか

いたい

名前
なまえ

に○をしてく

ださい。

（　　　　　　　　　　　）　市
し

　・　町
まち

　・　村
むら

　　＊いずれかに○

＊政令
せいれい

指定
してい

都市
とし

の場合
ばあい

は　（　　　　　　　　）区
く



22  多文化
た ぶ ん か

教 育
きょういく

カードの記入
きにゅう

について         

◆黒
くろ

のペンまたはボールペンで記入
きにゅう

してください。 

このカードは外
がい

国籍
こくせき

の生徒
せ い と

や、外国
がいこく

につながりがある生徒
せ い と

のみなさんを、学校
がっこう

生活
せいかつ

のさ

まざまな場面
ば め ん

で支援
し え ん

をしていくために使用
し よ う

するものです。 

次
つぎ

の情 報
じょうほう

の提 供
ていきょう

をお願
ねが

いします。 

正確
せいかく

で適切
てきせつ

な把握
はあく

をするために、外国
がいこく

につながりのある、なしにかかわらず、全員
ぜんいん

の

方
かた

にご記入、ご提 出
ていしゅつ

されますようお願い
ねが

申
もう

し上
あ

げます。 

【 記 入 上
きにゅうじょう

の注意
ちゅうい

 】 

下
した

の ①③④⑦⑧ は、多文化
た ぶ ん か

教 育
きょういく

カード
か ー ど

の 左
ひだり

の番号
ばんごう

に対応
たいおう

したものです。 
 

①  生徒
せいと

の名前
なまえ

 欄
らん

 

 ・住 民 票
じゅうみんひょう

（外国人
がいこくじん

の場合
ば あ い

は在 留
ざいりゅう

カード
か ー ど

や特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

証明書
しょうめいしょ

など）にあるとおりに

本 名
ほんみょう

を正確
せいかく

に書
か

いてください。 

 ・フリガナ
ふ り が な

もつけてください。 

 ・ふだん、通
つう

称 名
しょうめい

を使用
しよう

されている方
かた

は、「通
つう

称 名
しょうめい

を使って
つ か っ て

いる場合
ばあい

」欄
らん

に記 入
きにゅう

してください。 

※ 通
つう

称 名
しょうめい

を使用
し よ う

している方
かた

が、学校
がっこう

でどちらの名前
な ま え

を使用
し よ う

するかについては、希望
き ぼ う

する

ほうの名前
な ま え

の横
よこ

に○をつけてください。 

③ 国籍
こくせき

 欄
らん

 

  生徒
せ い と

の国籍
こくせき

を記入
きにゅう

してください。２つ国籍
こくせき

がある場合
ば あ い

は、どちらも記入
きにゅう

してください。     

④ 在 留
ざいりゅう

資格
し か く

（VISA）欄
らん

 

  あてはまるものに○
まる

をしてください。 

⑦ 日本語
に ほ ん ご

が母語
ぼ ご

でない生徒
せ い と

の、保護者
ほ ご し ゃ

への質問
しつもん

 欄
らん

 

  保護者
ほ ご し ゃ

への通訳
つうやく

や翻訳
ほんやく

などの支援
し え ん

のための質問
しつもん

です。 

保護者
ほ ご し ゃ

の方
かた

の母語
ぼ ご

が日本語
に ほ ん ご

でない場合
ば あ い

、記入
きにゅう

してください。 

⑧ 備考
びこう

 欄
らん

 

  学校
がっこう

に「こうして欲
ほ

しい」など、望
のぞ

むことがありましたら記入
きにゅう

してください。 
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生徒による授業評価
　　　　　　　　　　　科目[　　　　　　　　　　　　]　担当者[　　　　　　　　　　　　　　　]
( 　　　　)年次 (　　　　)組　氏名( 　　　　　　　　　　　　 )
※年次・組・氏名の記入についてはどちらでもかまいません。
※この用紙は機械で処理します。回答欄以外に書き込みをしたり、用紙を汚したり、折り目を付けたりしない
ように注意してください。

i　すべての項目に回答してください。　　 ii 一つひとつの質問項目をしっかり読んで評価してください。
iii　自由記述欄には、皆さんの感想や先生たちへの要望をできるだけ書くようにしてください。
iv　評価は　 ほとんど当てはまらない　あまり当てはまらない　ほぼ当てはまる　かなり当てはまる　です
皆さんの正直で正確な評価は,先生たちの授業改善に役立ち,みなさんの学力向上につながります。
(1) 授業内容

評価
ほと

んど当
てはま
らない

あま
り当

てはま
らない

ほぼ
当て

はまる

かな
り当て
はまる

1 (授業の準備・教材の工夫)　教材が工夫されるなどして、取り組みやすい授業である。

2 (授業の準備・教材の工夫)　事前によく準備がされていることが感じられる授業である。

3 (授業の充実感)　私は授業で学習した内容がだいたい理解できている。

4 (授業の進め方)　生徒の理解度に合わせて授業が進めれている。

5 (授業の進め方)　毎時、授業の始めにその授業のねらいや目的が明確に示されている。

(2) 指導方法
評価

ほと
んど当
てはま
らない

あま
り当

てはま
らない

ほぼ
当て

はまる

かな
り当て
はまる

1 (生徒主体の授業の工夫)　授業中、生徒同士で話し合う機会や意見などを発表する機会がある。

2 (説明の分かり易さ)　説明がていねいで、わかりやすい授業である。

3 (生徒への接し方)　生徒一人ひとりに目を配った、きめ細やかな指導がなされている。

(3) 自分自身の取組状況
評価

ほと
んど当
てはま
らない

あま
り当

てはま
らない

ほぼ
当て

はまる

かな
り当て
はまる

1 (学習への取組)　私は授業でわからないことがあったら、先生や友達に聞いたり、自分で調べる
などしてわかろうとする努力をしている。

2 (態度・姿勢)　私は授業に対して意欲的に取り組んでいる。

3 (態度・姿勢)　私は教科書やノート等必要なものを準備して授業に臨んでいる。

(4) みなさんの感想や要望を記入してください。

(5) 授業の中で困っていることがあったら、具体的に記入してください。

　裏に続きます。
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授業についてのアンケート
(6) 課程

全日制 定時制 通信制

(7) 年次

1年次 2年次 3年次 4年次

(8) 教科

国語 地歴公民 数学 理科 保健体育

芸術 英語 家庭 その他

次のことを確認し、あなたが受けているこの授業について評価をしてください。このアンケートは、よりよい
授業を行うためにみなさんの意見や感想を聞くものです。

(9) 授業構成
評価

ほと
んど当
てはま
らない

あま
り当

てはま
らない

ほぼ
当て

はまる

かな
り当て
はまる

1 授業全体の流れが分かりやすく、見通しの持てる授業である。

2 次に行うことの指示が明確で分かりやすい授業である。

(10) 授業環境
評価

ほと
んど当
てはま
らない

あま
り当

てはま
らない

ほぼ
当て

はまる

かな
り当て
はまる

1 使用する教材・道具類の場所や、課題・レポートの提出場所等、分かりやすく整理されている
授業である。

2 視覚情報(黒板の文字、プロジェクター、大型テレビ、掲示資料等)はとても見やすく示されてい
る授業である。

(11) ICT利活用
評価

ほと
んど当
てはま
らない

あま
り当

てはま
らない

ほぼ
当て

はまる

かな
り当て
はまる

1 ICT機器を利活用した授業は面白い。

2 図や写真、映像など黒板では表現できないものをプロジェクター等のICT機器を使って分かりや
すい。

ICT利活用の項目で、「かなり当てはまる」または「ほぼ当てはまる」と評価した人のみ当てはまるものに回答し
てください。
(12) 使用したICT機器は何ですか？(複数回答可)

パソコン タブレット プロジェクター 大型テレビ スマートフォン その他

(13) ICTを利活用した授業はどんな内容でしたか？(複数回答可)

例示・提示 調べ学習 問題演習 振り返り その他

(14) その他何かあれば記入してください。



1 / 2
よりよい学校
生活を送るた

めのアンケート

より良(よ)い学校(がっこう)生活(せいかつ)を送(おく)るためのアンケート
　このアンケートは、みなさんの学校生活(がっこうせいかつ)や授業(じゅぎょう)での取(と)り組(く)みがより充実
(じゅうじつ)することを目的(もくてき)に行います。これはテストではありませんので，難(むず)しく考(かんが)え
ずに、素直(すなお)な気持(きも)ちで答(こた)えてください。
1.あなたについて当(あ)てはまるものを選(えら)んでマークをぬりつぶしてください。
(1) あなたの性別は？（１つにマーク）

男 女

(2) あなたの所属している課程は？（１つにマーク）

定時制 通信制

(3) あなたの所属している年次は？（１つにマーク）

1年次 2年次 3年次 4年次 その他

(4) 2.　あなたにとって高校卒業の資格は必要ですか。（１つにマーク）

はい どちらかというとはい どちらかというといいえ いいえ

(5) 3.学校(がっこう)生活(せいかつ)のどこに魅力(みりょく)がありますか、項目(こうもく)別(べつ)に答(こた)えてくださ
い。

はい どち
らか

という
とはい

どち
らかと
いうと
いいえ

いいえ

1 (ア)　授業(じゅぎょう)を受(う)けることで、知(し)らないことが分(わ)かってくること

2 (イ)　友(とも)だちとおしゃべりすること

3 (ウ)　先生(せんせい)と話(はな)すこと

4 (エ)　部活動(ぶかつどう)で友達(ともだち)と過(す)ごすこと

5 (オ)　食堂(しょくどう)やＨＲや中庭(なかにわ)で友達(ともだち)と食事(しょくじ)をいっしょに
すること

6 (カ)　図書館(としょかん)やラウンジで本(ほん)を読(よ)んだり、見(み)たりしてすごせること

(6) 4.あなたの授業(じゅぎょう)中(ちゅう)(面接(めんせつ))の様子(ようす)や学習(がくしゅう)はどうですか。項目(こうもく)
別(べつ)に教(おし)えてください。

はい どち
らか

という
とはい

どち
らかと
いうと
いいえ

いいえ

1 (ア)　先生(せんせい)の話(はなし)を真剣(しんけん)に聞(き)いている

2 (イ)　近(ちか)くの人(ひと)とおしゃべりをしている

3 (ウ)　先生(せんせい)の話(はなし)を聞(き)こうとしても、ボーっとして集中(しゅうちゅう)でき
ない。

4 (エ)　授業(じゅぎょう)と関係(かんけい)ないことを考(かんが)えてしまうことがよくある。

5 (オ)　黒板(こくばん)に書(か)かれた内容(ないよう)を正(ただ)しく書き写(かきうつ)している。

6 (カ)　作文(さくぶん)や小論文(しょうろんぶん)を書(か)くときに、何(なに)をすればよいかわか
らないことがよくある。

7 (キ)　先生(せんせい)の話(はなし)のスピードが速(はや)いと感(かん)じたり、言葉(ことば)の意
味(いみ)がわからないことがよくある。

8 (ク)　先生(せんせい)の言(い)っていることを聞(き)き間違(まちが)えることがある。

9 (ケ)　先生(せんせい)から具体(ぐたい)的(てき)に指示(しじ)されないと、何(なに)をしてよいか
分(わ)からないことがよくある。



2 / 2
よりよい学校
生活を送るた

めのアンケート

はい どち
らか

という
とはい

どち
らかと
いうと
いいえ

いいえ

10 (コ)　先生(せんせい)に聞(き)かれたことをを頭(あたま)の中(なか)でまとめてから発表(はっぴょ
う)することができる。

11 (サ)　先生(せんせい)が話(はな)している途中(とちゅう)で、質問(しつもん)したり発言(はつげ
ん)したりすることがよくある。

12 (シ)　教科書(きょうかしょ)やプリントを読(よ)むとき、漢字(かんじ)や問題(もんだい)文(ぶん)
を読(よ)み間違(まちが)えることがよくある。

13 (ス)　教科書(きょうかしょ)や黒板(こくばん)を見(み)るとき、どの部分(ぶぶん)を見(み)たらよ
いか戸惑(とまど)ったり、黒板(こくばん)に書(か)かれた文字(もじ)が見(み)えにくいことがあ
る。

14 (セ)　授業(じゅぎょう)中(ちゅう)、友達(ともだち)の声(こえ)や動(うご)き、外(そと)の様子(よ
うす)などで気(き)が散(ち)ることがよくある。

15 (ソ)　プリントをなくしたり、忘れ物(わすれもの)をすることがよくある。

16 (タ)　提出(ていしゅつ)物(ぶつ)を決(き)められた期限(きげん)内(ない)に提出(ていしゅつ)するこ
とができる。

(7) （チ）（ア）から（タ）の質問(しつもん)以外(いがい)で学習(がくしゅう)について困(こま)っていることがあれば書(か)
いてください。

5.スマートフォン・携帯(けいたい)電話(でんわ)・インターネットについて、項目(こうもく)別(べつ)に答(こた)え
てください。
(8) (ア)　あなたはどのような情報(じょうほう)端末(たんまつ)をもっていますか。もっている物(もの)全(すべ)てのマークを

ぬりつぶしてください。（複数回答可）

携帯電話 スマートフォン タブレット ﾉｰﾄまたはﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ
PC

もっていない

(9)
はい どちらかと

いうとはい
どちらかと

いうといいえ
いいえ

1 (イ)　あなたはネットに夢中(むちゅう)になっていると感(かん)じてい
ますか？

2 (ウ)　あなたは、嫌(いや)な気持(きも)ちや不安(ふあん)、落ち込(おち
こ)みから逃(に)げるためにネットを使(つか)うことがありますか？

(10) (エ)　平日(へいじつ)と休日(きゅうじつ)のネット使用(しよう)時間(じかん)について質問(しつもん)します。平均(へいき
ん)の時間(じかん)を考(かんが)えて①～⑥までの番号(ばんごう)の1つをマークしてください。

まったくしない 1時間(じかん)
未満(みまん)

1時間(じかん)以上
(いじょう)2時間(じ
かん)未満(みまん)

2時間(じかん)以上
(いじょう)3時間(じ
かん)未満(みまん)

3時間(じかん)以上
(いじょう)5時間(じ
かん)未満(みまん)

5時間(じかん)
以上(いじょう)

1 平日(へいじつ)

2 休日(きゅうじつ)

(11) (オ)　あなたはネットにアクセスして日頃(ひごろ)何(なに)をしていますか？当(あ)てはまるもの全(すべ)てにマークして
ください。

情報(じょうほう)やニュー
スの検索(けんさく)閲覧(え
つらん)

動画(どうが)の閲覧(えつら
ん)

メール ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸやﾂｲｯﾀｰ等のｿｰｼｬ
ﾙﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾋﾞｽ(SNS)の利用
(りよう)

LINEやSkype等(とう)の無
料(むりょう)通話(つうわ)
アプリ

チャット オンラインゲーム

　以上(いじょう)でアンケートは終了(しゅうりょう)です。ご協力(きょうりょく)ありがとうございました。



年次 クラス 氏名 性 項目 気になる点

15 15G 厚木　清 男 Ⅱ行動面
授業中に座っていられず教室から出
て行ってしまう。

15 15G 厚木　南 女
Ⅲ対人関係・こ

だわり

字義通りにとらえ、「これを見て」と
言ったら指し棒を見て、地図を見て
いない。

気になる生徒のアンケート 

 

 常勤職員は、ポータルサイトから授業中や学校生活の中で生徒に気になる点を入力しても

らった。 

〈参考：入力シート〉 自分の担当している講座から、または全校生徒の中から生徒を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常勤講師は、紙に記入し提出してもらった。 

 

定時制 講師の先生へ 

 

 生徒理解と情報共有のため、別紙内容を実施したいと思います。お忙しいところ申し訳ありませ

んが気になる生徒について 7月 24 日(金)までにご記入いただき、直接○○までお渡しください。 

                 お名前 （             ） 

  

クラス 氏名 項目 気になる点 

  □ 学習面 

□ 不注意・衝

動・多動 

□ 対人関係・

こだわり 

 

  □ 学習面 

□ 不注意・衝

動・多動 

□ 対人関係・

こだわり 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入学時の適応

・学習の困難

・対人関係の困難

・不登校・いじめ

・発達障害・非行

・心身の疾患

情報管理の一元化

・心身の健康状態

・保護者、生徒からの支援依頼

（今まで受けていた支援）

・学習状況、学校生活の様子

１

２

３

４

 

生徒・保護者

・入学時の適応

・学習の困難 

・対人関係の困難

・不登校・いじめ

・発達障害・非行

・心身の疾患  

生活支援グループ

情報管理の一元化

・心身の健康状態

・保護者、生徒からの支援依頼

（今まで受けていた支援）

・学習状況、学校生活の様子

＜支援チーム＞

教育相談コーディネーター

（＊各学年に設置）

生活支援

養護教諭・

情報を収集し、学校全体で支援

が必要な生徒への方策を考え、

ケース会議につなぐ。

１ 授業のユニバーサルデザイン化

２ 多様なニーズに応える学習支援

３ 環境整備

４ SC、SSW

 

校内体制の構築による支援

生徒の変化や支援による効果を評価し、必

生徒情報の共有、

・集約した生徒情報の共有、共通理解。

・保護者 

・入学時の適応 

 

・対人関係の困難 

・不登校・いじめ 

・発達障害・非行 

  など 

生活支援グループ

情報管理の一元化 

・心身の健康状態 

・保護者、生徒からの支援依頼

（今まで受けていた支援）

・学習状況、学校生活の様子

＜支援チーム＞ 

教育相談コーディネーター

（＊各学年に設置）

生活支援 G リーダー

養護教諭・SC・SSW

情報を収集し、学校全体で支援

が必要な生徒への方策を考え、

ケース会議につなぐ。

授業のユニバーサルデザイン化

多様なニーズに応える学習支援

環境整備の工夫 

SSW による相談

校内体制の構築による支援

生徒の変化や支援による効果を評価し、必

要な修正を行う

生徒情報の共有、共通理解

集約した生徒情報の共有、共通理解。

 

   

  相談依頼

 

 

 

 

生活支援グループ 

・保護者、生徒からの支援依頼 

（今まで受けていた支援） 

・学習状況、学校生活の様子  

 

教育相談コーディネーター 

（＊各学年に設置） 

リーダー 

SSW・管理職

情報を収集し、学校全体で支援

が必要な生徒への方策を考え、

ケース会議につなぐ。 

授業のユニバーサルデザイン化

多様なニーズに応える学習支援

相談体制の確立

校内体制の構築による支援

生徒の変化や支援による効果を評価し、必

修正を行う。

共通理解 

集約した生徒情報の共有、共通理解。

相談依頼 

 

 

情報共有

ケース会議まとめ

 

 

 

ケース会議の要請

・管理職 

情報を収集し、学校全体で支援

が必要な生徒への方策を考え、

授業のユニバーサルデザイン化 

多様なニーズに応える学習支援 

体制の確立 

校内体制の構築による支援 

生徒の変化や支援による効果を評価し、必

。 

 

集約した生徒情報の共有、共通理解。 

生徒情報共有会・

県立厚木清南高等学校

情報共有 

ケース会議まとめ

ケース会議の要請

担任・チューター・教科担当

生徒の実態把握

・保護者アンケート

・生徒アンケート

・教員の気づき

・中学校からの情報

個別支援の検討

（構成員は生徒の支援の必要に応じて対応）

・支援チームによる情報整理後、立てた方針に向かって具

体的な方策を考える。

・方針、方策を作り、役割分担を調整する。

・個別支援計画の策定を行う。

連携 

協力 

生徒の変化や支援による効果を評価し、必

 

生徒情報共有会・職員会議

県立厚木清南高等学校

ケース会議まとめ 

ケース会議の要請 

担任・チューター・教科担当

生徒の実態把握 

・保護者アンケート

・生徒アンケート 

・教員の気づき 

・中学校からの情報

情報集約

・年次会における情報の吸い上げ

個別支援の検討 

（構成員は生徒の支援の必要に応じて対応）

・支援チームによる情報整理後、立てた方針に向かって具

体的な方策を考える。

・方針、方策を作り、役割分担を調整する。

・個別支援計画の策定を行う。

１ 医療との連携支援

２ 就労に向けての支援

３ 外国につながりのある生徒への支援

４ 学習支援

５ その他外部機関との連携支援

外部機関と連携して行う支援

職員会議 

コーディネーター

県立厚木清南高等学校

担任・チューター・教科担当

・保護者アンケート 

 

・中学校からの情報 

教育相談コーディネーター

情報集約 

・年次会における情報の吸い上げ

ケース会議

（構成員は生徒の支援の必要に応じて対応）

・支援チームによる情報整理後、立てた方針に向かって具

体的な方策を考える。 

・方針、方策を作り、役割分担を調整する。

・個別支援計画の策定を行う。 

医療との連携支援

就労に向けての支援

外国につながりのある生徒への支援

学習支援 

その他外部機関との連携支援

外部機関と連携して行う支援

担任・チューター・教科担当

コーディネーター

コーディネーターリーダー

県立厚木清南高等学校定時制 

担任・チューター・教科担当・年次会

教育相談コーディネーター

・年次会における情報の吸い上げ

ケース会議 

（構成員は生徒の支援の必要に応じて対応）

・支援チームによる情報整理後、立てた方針に向かって具

・方針、方策を作り、役割分担を調整する。

 

医療との連携支援 

就労に向けての支援 

外国につながりのある生徒への支援

その他外部機関との連携支援

外部機関と連携して行う支援

担任・チューター・教科担当

コーディネーター（年次

コーディネーターリーダー

 生徒相談体制

・年次会など 

教育相談コーディネーター 

・年次会における情報の吸い上げ

（構成員は生徒の支援の必要に応じて対応） 

・支援チームによる情報整理後、立てた方針に向かって具

・方針、方策を作り、役割分担を調整する。 

外国につながりのある生徒への支援 

その他外部機関との連携支援 

外部機関と連携して行う支援 

担任・チューター・教科担当 

（年次担当者）

コーディネーターリーダー 

生徒相談体制 

 

 

・年次会における情報の吸い上げ 

・支援チームによる情報整理後、立てた方針に向かって具

 

者） 

 



平成 29年６月 

多様な学習支援 医療連携 G 

 

困っていることに気付いていない（発達課題があると思われる）生徒・保護者への 

「専門医による相談会」への相談の勧め方 

 

１ なぜ、専門機関に相談や繋がることなく高校生年齢になってしまったのか 

  ・家では困っていない。小さいころからこんな子だった。 

  ・小中学校時代専門機関での相談を勧められたが、行かなかった。 

    障害者扱いしないでほしい。  

 ・学校の困り感がなかった。→気付かれなかった。 

おとなしく周囲に迷惑をかけていない。 

学習面は無難に過ごしていた。 

・不登校状態があり、見過ごされていた。 

・受診したことはあるが、現在は中断している。 

・保護者は気になっていたが、どこに相談すればいいのかわからなかった。 

・保護者自身に問題（精神的、多忙、無関心、コミュニケーション能力）がある。 

 

２ 本人・保護者の自尊心を傷つけないように、相談を勧めるには 

  ・「学校が困っている」のではなく、「本人が困っている」という姿勢で話をする。 

  ・「できること」と「できないことやうまくいかないこと」を、本人や保護者と面談を

しながら一つひとつ紙に書いて、積み重ねて示していく。 

・「高校を卒業した後のイメージや進路（出口）」を考えさせ、そのイメージになるため

にはどうすればいいかを考えさせる。 

→ 今の状態（うまく段取りができない、集中力が続かない）では難しいことを、

紙に書きながら示して考えさせる。 

 （コツコツと取り組み卒業はできそうだが、その先が具体的に考えられない生徒。 

アルバイトに受からない、始めても続かない生徒。） 

  ・受診をすることの心配や不安を聞いてみる。相手の言うことの中に答えがある場合が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

教職員用資料 

定時制の場合、生徒に案内文書を配付するため保護者の手元に届いていない場合が

あります。相談が必要と思われる生徒の保護者には、担任が保護者と連絡を取る機会

や保護者が来校される機会に勧めてください。 



３ 具体的な言葉かけ     

・○○はとても得意なのに、△△は苦手（もう一歩）だよね。同じように一生懸命やっ

ているのにね。 

    △△で注意されることが多いけど、自分でも直そうと思っていて、一生懸命やってい

るのにうまくできないんだよね。 

→ 一生懸命やっているのに、うまくいかないのはあなたのせいではないかもしれな

いよ。 

  

・自分の得意な部分と苦手な部分（こうなったらいいなと思う部分）がはっきりすると

いいよね。 

苦手な部分（こうなったらいいなと思う部分）がはっきりすると、先生たちがその部

分をどういう風に助けてあげたらいいか（支援方法）わかるから、学校生活も過ごし

やすくなると思うよ。 

 

・得意不得意がわかると、将来の仕事を具体的に考えていけるね。得意な部分を生かし

た仕事を一緒に考えよう。苦手な分野の仕事を選ぶと、仕事中に失敗することが多く

て注意されることも多くて辛いかもしれないね。 

 

・病院に予約して行くのは大変だけど、今度、学校に専門のお医者さんが来て相談に乗

ってくれるよ。なぜ今のようなことが起こっているかわかるかもしれないよ。 

  自分のことを知ることができる機会だから相談してみない？ 

（抵抗があるような場合、まず SCへの相談を勧める。） 

 

 

注 意 

 

１ 専門医による相談会は、保護者・生徒の同席が原則です。＊20歳以上の場合は要相談 

   「保護者だけ」はあっても（引きこもっている、本人が嫌がっている等）、「生徒だ

け」はありません。幼少期からの様子が情報として必要です。また、相談後、改め

て受診や検査を勧められることがあります。 

２ 専門医による相談会は、学校の教職員（原則、医療連携グループ担当）が同席します。 

  将来に向けてのアドバイスや学校での必要な支援を一緒に聞くためで、後日、関係

の先生たちが情報を共有することで今後の支援・指導に役立てます。 

  同席した教員は、医師から学校生活の様子を尋ねられたときに答えます。 

 （事前に担任の先生には、学習の状況や学校生活の様子を聞きに行きます。） 

 

  生徒・保護者によって対応は変わります。この資料は参考として活用してください。 
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総合的な学習の時間「合同企業説明会」実施後のまとめ 

就業支援 G 

■企業側の感想 

・生徒さんと直接、会社の説明をできる機会は貴重です。また、ハードルを高くせず、幾つかの会社の

話を聴く機会は会社、生徒共に大事だと思います。 

・企業研究をして、ミスマッチを減らし、適した仕事を見つけてほしいと思います。そのためには、

色々な業界について知って欲しいです。 

・思っていた以上に生徒さんとお話しができてよかったです。積極的に質問もいただいたり、将来に

対して希望があることが素晴らしいと思いました。 

 などの意見があった。また、どの企業も次回の案内を希望しており、企業側にとっては概ね意義を感じ

られた催しになったと思われる。 

 ただし、会の形式については、「生徒が自由に回る方式だと企業側の待ち時間が長くなり、厳しい」と

いう意見もあり、今後の検討が必要だと思われる。また、月末が忙しい企業もあり、実施時期は中旬が望

ましいとの意見もあった。 

 

下図は参加企業での業務に求められる力の表である。ここからは、企業が異なれば、必要とされるもの

が大きく異なることも分かったが、同時に、コミュニケーション能力、器用さ、立ち仕事、確実なチェッ

クのように比較的多くの企業が求める要因があることも読み取れる。ミスマッチを防ぐ努力を続けると

ともに、多くの企業で必要とされる力の育成が必要になると思われる。 

企業側の業務で求められる力（参加企業へのアンケートより） 
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自動販売機の補充 4 4 3 5 4 4 5 2 2 5 4 4 2

電気配線 5 3 4 4 3 3 3 3 1 2 3 4 4

ゴム・スポンジの加工 4 3 3 4 4 3 2 2 2 2 3 4 3

お弁当の製造 5 2 3 5 3 3 3 2 4 2 4 3 2

歯科助手 5 3 3 5 2 3 4 1 1 1 5 4 4

自動車整備 3 3 3 2 3 3 3 3 1 5 4 4 3

空調の製造 4 1 1 5 3 3 5 1 1 1 1 1 1

組立 5 3 3 4 3 4 4 2 4 3 4 4 3

美容師 5 1 1 5 1 3 1 1 1 1 5 5 5

介護職 5 3 2 5 4 3 1 2 4 3 4 4 3

足場の建設解体 5 2 2 5 5 3 5 3 1 5 3 5 3

寿司の調理 3 3 2 3 3 3 3 2 2 2 3 3 3

発電所のメンテナンス 4 3 3 5 5 5 3 5 2 5 5 4 4

リラクゼーション 5 2 1 5 2 3 3 2 2 2 3 3 4



■生徒の感想 

感想を書く時間を明示的に取らず、話を聞く合間に書いてもらう形にしたため回答が少なかったが、 

・１社からしかお話を聴くことができませんでしたが、とても丁寧でわかりやすく、また優しく対応

してくださって、楽しくお話を聴くことができました。 

・すごく参考になった。美容師の話を聞けてすごく良かった。ぜひ見学に行きたい。 

・まずは高校を卒業しないとなにもできない。 

・色々聞いて仕事といってもやることも色々あるのだとあらためて思いました。 

・時間的にひとつの企業しか聞けませんでしたが、自分の興味のある企業に聞けたしさらに興味がわ

いてきました。 

・行ってみたいところが見つかった。魚が好きなので、寿司関係のところに行った（お父さんが釣り

が好きで魚の種類がわかるから結構しゃべれた）。 

などの感想があり、個別の企業に対するコメントも含めて「知らなかったことが知れた」という意見

が多く、「見学したい」「この企業に行きたい」というコメントも複数あった。企業見学に対する敷居

を下げることもできたのではないかと思われる。 

 

■生徒への効果 

◇参加者 定時制２～４年次約 70名  

 ※全日制、通信制にも参加を呼びかけたが参加者はいなかった。 

 

◇参加企業へのその後のアプローチ 

・見学 ６件 

・インターンシップ 3件 

・応募希望 3件 

・採用内定 2件 

 

◇今年度の就職活動への取り組みの変化 

 今年度の見学件数が 10 月 16 日時点で 92件あり、昨年度の 3 月までの見学件数 82 件をすでに上

回っている。また、第一回の推薦会議で就職希望を出したした生徒の人数も昨年の 7 名から 17 名へと

大きく増加した。これがすべて説明会の効果だとは言い切れないが、一定の成果はあったと思われる。ま

た、採用内定を決めた 2 名の生徒は他の企業の見学にも訪れており、今回の合同説明会が視野を狭める

ことはなかったと考えられる。ただ、学校の授業の一環として行うことで特定の企業に親近感を持ちす

ぎてしまう可能性は常にあるため、十分注意をした上で今後の実施を検討したい。 



かなテクカレッジ西部校（県立西部総合職業技術校）見学会 実施報告 

 

１） 日時：平成２９(2017)年 6 月 23 日(金)14:00~16:00 

 

２） 参加者：生徒 3 名（通信制、定時制 2 名キャンセル）保護者 1 名（通信制） 

       職員 2 名（定時制、通信制）ＳＳＷ1 名、若者ｻﾎﾟｽﾃ相談員２名 

   合計９名参加 

 

３） 見学会感想 

＊今回、沢山のコースを見学させてもらいすばらしい所だと感じました。学費が安いので

自分でも払える金額なので他の所となやむ事があります。(生徒) 

 

＊迷っていたので、体験ができて色々と参考になりました。１コース、１コースくわしく

説明されたので良かったです。（生徒） 

 

＊実習している姿をみられた事がよかったと思います。（保護者） 

 

＊施設や訓練内容をみることができてよかった。板金の体験もできてよかった。 

 

＊環境、広さ、種類（コース）どれをとってもよい所だと感じました。（ＳＳＷ） 

 

＊説明担当課長が各コースの概要を要領よく説明していただきわかりやすかったです。 

ありがとうございました。[相談員] 

 

＊座学と実習の全体授業と効果に関心しました。選択コースで入校時にコースを決めてい

ない方には、好都合で柔軟な対応に関心しました。若者たちにカレッジをＰＲしたい。[相

談員] 

 

４）進路についてもっとしりたい情報 

＊今、一番進路でなやんでいる時期なので今回のような体験をさせてもらいありがたい。  



＊：就労アセスメントは支援専門員の個人的な考え方や手法によらないように留意する。
＊：アセスメントについては、この｢課題分析項目｣を参考に判断する。

評価記号　：　良い　◎　/　ふつう　〇　/　課題　△ ↓

No 項目 細目 具体的な評価内容
評

価

1 対人スキル あいさつ 自分からあいさつすることができる

2 対人スキル 返事 返事ができる

3 謝意 謝罪 自分から、失敗を謝ることができる

4 謝意 お礼 自分から、相手に感謝の気持ちを伝えることができる

5 報告等 報告・連絡 自分から、報告・連絡できる

6 報告等 質問・相談 自分から、質問・相談できる

7 意思表示 意思伝達 自分から、好き嫌いや同意不同意を伝えることができる

8 意思表示 意思説明 自分から、好き嫌いや同意不同意を具体的に説明できる

9

評価記号　：　良い　◎　/　ふつう　〇　/　課題　△ ↓

No 項目 細目 具体的な評価内容
評

価

1 安全管理 状況判断① 危険を認知し、回避することができる

2 安全管理 状況判断② 周りの人に危険がないよう、配慮して作業できる

3 理解力 指示の理解 口頭での指示が理解できる

4 理解力 ｽｹｼﾞｭｰﾙの理解 一日のｽｹｼﾞｭｰﾙが理解できる

5 遂行力 集中力 集中して作業に取り組める

6 遂行力 忍耐力 途中で投げ出さず、作業に取り組める

7 遂行力 判断力 自分で状況判断しながら作業ができる

8 自己統制力 感情のｺﾝﾄﾛｰﾙ 無視・反発・拒否せず、指示や注意を受け入れられる

9 自己統制力 時間の厳守 始業・就業時間を守って作業できる

10 作業スキル 緻密性 細かい作業ができる

11 作業スキル 正確性 正確な作業ができる

12 作業スキル 効率性 工夫しながら作業ができる

13 作業スキル 生産性 慣れると作業ｽﾋﾟｰﾄﾞが上がる

14 ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ 意欲① 働く理由、動機がはっきりしている、働きたいと思っている

15 ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ 意欲② 積極的に、作業に取り組むことができる

16 ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ 意欲③ 一日に6時間以上働ける

17

課題分析シート　　　Ａ面

Ⅱ．就労面における評価項目

Ⅰ．コミュニケーション面における評価項目

就労支援（職能アセスメント）



＊：就労アセスメントは支援専門員の個人的な考え方や手法によらないように留意する。
＊：アセスメントについては、この｢課題分析項目｣を参考に判断する。

評価記号　：　良い　◎　/　ふつう　〇　/　課題　△ ↓

No 項目 細目 具体的な評価内容
評

価

1 マナー 言葉遣い 丁寧な言葉が使える

2 マナー 礼儀作法 ドアの開閉、仕事の開始・終了等状況に応じた対応ができる

3 生活習慣 生活リズム 起床・就寝時間が決まっている

4 生活習慣 身だしなみ① 清潔な服装ができる。

5 生活習慣 身だしなみ② 髭・髪型、手洗い、爪等職場環境に応じたことができている

6 生活習慣 身だしなみ③ タオル・着替え等職場環境に応じたことができている

7 生活習慣 金銭管理① 自分で買物ができる

8 生活習慣 金銭管理② 無駄使いをしない

9 生活習慣 健康管理① 体調の不良を訴えることができる

10 生活習慣 健康管理② 自ら進んで、通院服薬等をすることができる

11

評価記号　：　良い　◎　/　ふつう　〇　/　課題　△ ↓

No 項目 細目 具体的な評価内容
評

価

1 自己理解 作業能力の認知 自分の作業能力を理解している

2 自己理解 自己課題の認知 自分の課題や症状を、理解している

3 情緒 情緒 情緒が安定している

4 ｽﾄﾚｽ 耐ｽﾄﾚｽ性 ストレスに強い

5 ﾌﾟﾚｯｼｬｰ 耐ﾌﾟﾚｯｼｬｰ プレッシャーに強い

6

Ⅴ. 総合的に配慮・留意すべき課題

Ⅳ．自己理解・自己管理面における評価項目(総合的見地）

Ⅲ．生活面における評価項目

課題分析シート　　　Ｂ面
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評

価

1 自己理解 作業能力の認知 自分の作業能力を理解している

2 自己理解 自己課題の認知 自分の課題や症状を、理解している

3 情緒 情緒 情緒が安定している

4 ｽﾄﾚｽ 耐ｽﾄﾚｽ性 ストレスに強い

5 ﾌﾟﾚｯｼｬｰ 耐ﾌﾟﾚｯｼｬｰ プレッシャーに強い

6

Ⅴ. 総合的に配慮・留意すべき課題

Ⅳ．自己理解・自己管理面における評価項目(総合的見地）

Ⅲ．生活面における評価項目

課題分析シート　　　Ｂ面



月 日

3 お客様にあいさつするときのこころえ

『語先後礼』
はどんな意味？

→

敬礼は　何度の角度 →

最敬礼は　何度の角度 →

できません →

挨拶の仕方　3種類

会釈は　何度の角度 →

わかりません →

知りません →

→

→すみませんが

ここに

面倒ですが →

●●円のお釣りです →

→

→

→

→

→

いいですか

どうしますか

→

→

→

→

→

うん

聞いてきます

ちょっと待ってください

生徒証番号 氏名

見学・体験の振り返りシート

1

2

リフレーミング（避けたいことばから気持ちのよいことばへ）

避けたいことば （言い換えたい）気持ちのよいことば

あなた あなたさま、お客様

わかりました

だれ

おれ
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授業のちょっと×2 ハンドブック Ver1.0 

 

神奈川県立厚木清南高等学校 定時制・通信制 

多様な学習を支援する高等学校の推進事業 
201704 

1. はじめに 
 厚木清南高校は全日制・定時制・通信制の三課程があるフレキシブルスクールです。平成

27(2015)年より 3 年間、定時制と通信制が文部科学省より、「多様な学習を支援する高等学校の

推進事業」の調査研究事業を委託されています。中でも、生徒の学習における困り感の解消に向け

た授業やレポート等のユニバーサルデザイン化を進めています。特に、授業でのユニバーサルデザ

インの視点を「いつもの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮」(授業のちょっと×2)とし、授

業者誰もが取り組むことができる柱としてきました。このハンドブックは、これまでの内容をまと

めて見やすくすることで、「ちょっと×2」の取り組みが教職員全体にさらに広がることを願って

作成したものです。 

2. 本校定時制・通信制の生徒の状況 

 

   

  

生徒が社会の中で自立して生きていく力を身に付けられるよう、一人ひとりの教育的ニー

ズや生徒を取り巻く様々な生活環境等、その背景や変化を踏まえながら、日々の授業を中心

とした効果的な指導・支援が大切です。そのために、すべての生徒にとってわかりやすい授

業実践(授業のちょっと×2)が求められています。 

 

先生の話を集中して聞けない 
定時制は 90 分で授業を行っており、授業への取組として、見通しを

掲示することや生徒の興味関心を引くための工夫が必要です。また、グ

ループワークや作業時間を取り入れるなど、90 分授業の構成という視

点で取り組んでいくことが求められます。 

⾃分の意⾒や考えを表現することが苦⼿ 
「作文や小論文を書くときに、何をすればよいかわからない」とい

う生徒が多くいます。また、さまざまな学習場面で「先生から具体的

に指示されないと、何をしてよいかわからない」という声を聞きます。

具体的かつ簡潔な指示、視覚教材を用いた明確な提示によって、生

徒の学習活動を促すことが大切です。 

ICT を利活⽤した授業は「⾯⽩い」、「わかりやすい」と感じている 

ICT を利活用することは、「わかる授業」の実践に繋がります。ICT

を取り入れるということだけにとらわれず、「授業のどの場面で ICT を

取り入れると効果的か」という視点が大切です。 

多様な生徒が在籍 <不登校経験者・発達障害・外国につながりのある生徒等・・・> 
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3. いつもの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮 (授業編) 
① 見通しの提示 

� 視覚的に提示 

� 時間の視覚化・構造化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
� グループワークや作業時間を取り入れる 

� 90 分の使い方の工夫(授業内での 30 分×3 分割等)  

② 具体的に はっきりと 繰り返して ゆっくりと 簡潔に 

� すべての生徒に伝わる工夫→指示は言語+視覚的に  

� 板書の工夫→簡潔に整理された見やすい板書 

� 後部座席の生徒でも読み取れる字(字間・大きさ)  

 

 
� 1 枚のプリント・スライドの情報量の工夫→文字や図はすっきりと最小限に 

� 補助プリントの活用 

 

各教室配置の「授業サポートカード」を利用した見通しの持てる授業展開の工夫 

今日の予定、目標、テーマ、➡の黒板に貼れる授業サポートカードが各教室に準備されて

います。 

音声情報だけでは伝わりにくい生徒もいます。 

図表や文字情報、ジャスチャーなど視覚に訴える伝達方法を心がけましょう。 

  

スライドの工夫 

 

残り時間を 

棒グラフ化 

することで、 

見通しを 

もちやすく 

する工夫 

黒板を消すときに

行をつくる 行があると意識して板書 

  

見やすく分かりやすい板書の工夫    

日付 タイトル 仕切り線 

教科書等

のページ 

情報が多すぎると混乱を生

じる生徒もいます。一度に

たくさんの指示を与えるよ

り、その都度具体的に指示

するとよいでしょう。 

見やすい板書の取組例 
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「～してはダメ」という否定的な表現より、

何をして欲しいか、望ましい行動を具体的に

指示するよう心がけましょう。 

簡潔で分かりやすい言葉遣いも大切。 

写真やイラスト等も積極的に使いましょう。 

③ ルビ 

漢字
か ん じ

が不自由
ふ じ ゆ う

な生徒
せ い と

への配慮
はいりょ

 

④ 肯定的な表現 

賞賛や注意のタイミング  

行動直後の評価 

⑤ チョーク・スライドの文字の色 

黒板ではなるべく赤を使わない。 

見やすい板書→板書の消し方の工夫 

スライドの工夫→文字と背景コントラストの工夫 

 

 

4. いつもの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮(レポート・添削編) 
 ＜レポート編＞ 

① 見やすさ、わかりやすさ 

② ていねいさ 

③ 学習の便宜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

板書の際は同時に多くの色(4 色以上)を使わないように配慮しましょう。 

例えば・・・ 

� 文字や記号は「白」または「黄」を用いる 

� 基本的な文字や記号は「白」を用いる 

� 重要事項を示す文字や記号は「黄」を用いる 

� 「赤」は文字や記号には用いない。 

フォント…丸ゴシック、メイリオ、 

教科書体 Comic suns など 

番号を白抜き数字にする。 

➊、2 等 

（  ）……できるだけ同じ行に収める。 

アシスタント（イラスト）でヒントを与

えたり解説をしたりする。 

「～しましょう」 「～してください」 
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 ＜添削編＞ 

① 見やすさ、わかりやすさ 

② 表現 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ その他の工夫 

� 誤答箇所とその数を明確にする。（→直す箇所が明確になる） 

� レポート返却時に面接時数を記入する。（→受験資格の確認） 

� コメント冒頭に日付を入れる。（→提出間隔がわかる） 

� 誤答が多い問題には、あらかじめ解説プリントを作成しておき、貼るようにする。 

 

 

5. 参考文献 

(1) 「すべての子どもが「分かる」「できる」授業づくりガイドブック実践事例集」(高知県教育委員会) 

(2) 「着任職員の皆様へのお願い」(千葉県立船橋高等学校定時制) 

(3) 平成 27 年度高等学校における個々の能力・才能を伸ばす特別支援教育」研究開発報告書 

(H26～H28) (第二年次) (兵庫県立西宮香風高等学校) 

校内ポータルサイト 2 トップページの をクリックすると、「授業のちょっと×2 ポータル」が開き、

授業のノウハウ等を閲覧することができます。 

読みやすい字を心がける。 

書き誤りには修正液（ホワイト） 

を使用する。 

ペン跡が生徒の解答と重ならないよ

うにする。 

誤答を消させず、残しておく。 

ていねいで柔らかい表現  

→「～しましょう」「～してください」 

一点は褒める。励ましのことば、 

指導・助言を入れる。 
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授業のちょっと×2 ハンドブック Ver2.0 に向けて 

神奈川県立厚木清南高等学校 定時制・通信制 

多様な学習を支援する高等学校の推進事業 

201707 

 授業でのユニバーサルデザインの視点を「いつ

もの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮」(授

業のちょっと×2)としています。授業者誰もが取

り組むことができる柱とし、「ちょっと×2」の取

り組みが教職員全体に広がることを願い 2017 年

4月に「授業のちょっと×2ハンドブックVer1.0」

を配付しました。これまでの具体的な取組を紹介

します。 

 

 

 

 

 

 

1 授業のちょっと×2 ハンドブック Ver1.0 について 
 

 
＜職員アンケートより＞ 

� ヒントになることがあり便利。 

� 赴任後の不安を払拭することができ、3 か月経った今も指針としている。 

2 授業サポートカードの活用 
見通しの持てる授業展開の工夫を図るため、すべての教室に授業サポートカードを配置し、授

業者誰もが取り組める体制を整えています。 

＜具体的な活用例＞ 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

テーマと目標を示し、➡でどこの部分の内容か明確にする。 

  

約 8 割の職員が「参考になる」と回答 
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＜具体的な効果(職員アンケートより)＞ 

� カードに色がついているので、やはり目立ちますよね。その授業でやることが一目瞭然で

す。矢印もどこを今やっているかを視覚的に表すことができていいです。 

� 板書時間の短縮板書にかかる時間の短縮 

� 「今日の予定」を提示しながら授業を進行することで、現在の進度を示しやすい。 

� 板書にかかる時間の短縮 

� 今までスライドで授業の流れを示していたが、スライドを変えると見えなくなる。サポー

トカードを使って黒板に板書すると、授業中にずっと残るので良い。 

� 授業中に、「今何をやっているか」を示しやすく、遅刻して途中から入ってきた生徒にも流

れを説明しやすい。 

� 授業の最後に、今日はどんなことを学んだか振り返るなど、まとめをしやすい。 

� 本時の授業の到達目標を示しているので、終盤の振り返りが明確。 

� 生徒に対して見通しをつけさせることができるのと同時に、教員がテーマや目的を意識さ

せることを再確認する意味で、有効かと思います。 

� 今日の予定を示すことで「次に何をやるか」が明確になり、見通しの持てる授業展開がで

きる。 

        

 

授業の最初に テーマ・目標を記入させる。 

(社会と情報) 

 

  

「数学は苦手でいつも授

業についていけないが、

今何を学習しているか分

かりやすい。」 

などの反応がありまし

た。 

今日の予定を示

し、➡でどこの

部分の内容か 

明確にする。 
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＜今後に向けての課題(職員アンケートより)＞ 

� 多くの人に利用してもらいたいと思います。教卓に入れると目立たないので、箱に入れる

などするといいかなと思います。 

� 他の先生方がどのような使い方をしているか、実例を知りたいです。 

� どこか使い易いところに置いてあるとよい。教卓の中だとわかりにくいです。 

� 教卓の中に入っていることが多いですが、予め黒板に張っておいてもいいのではないでし

ょうか。 

 

 

3 ちょっとの工夫とちょっとの配慮 （波線部がちょっと×2 の工夫と配慮） 
定時制の新入年次(B17 年次)では、毎週月曜日の Com.T は視

聴覚室に集合して年次全体 Com.T を実施している。 

＜具体的な内容＞ 

 毎週月曜日に 年次全体で視聴覚室に集合 

学校のルールや今日的課題を○×クイズ等を実施し、理解を深め、

「今週の目標」を一言記入 

真ん中水曜日に 各 HR の Com.T 内でコメントを一言記入 

 

週末の金曜日に 各 HR の Com.T 内でコメントを一言記入 

 

 ＜具体的な効果＞ 

� 年次としてのまとまりや連帯感を生徒と教員が共にもつこと

ができ、全体指導の場として機能している。また、教員から

の話も織り交ぜながら、メリハリのある指導・支援を行って

いる。 

� 一週間を一つの区切りとして意識させることで生活にリズムをもたせ、見通しをもち、落ち

着いた学校生活を送らせるきっかけとなっている。 

� コメントを一言だけ記入させることで、中には同じことを記入する生徒もいるが、日々の生

活の振り返りを行うことで、達成感や充実感を味わうことができている。 (記入例参照) 

 ＜今後について＞ 

� 残りの前期もこの形態で年次 Com.T の取組みを行い、後期以降も効果的な指導・支援方法

を模索していきたい。 

 

○×クイズとコメント記入例○×クイズとコメント記入例○×クイズとコメント記入例○×クイズとコメント記入例((((抜粋抜粋抜粋抜粋))))    
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4 通信制での取組み 
通信制は、今年度の授業改善のテーマを「生徒の主体的な学習を促すスクーリング」と題して、

授業改善に取り組んでいる。 

 

<前期授業研究協議の流れ> 

� ２名の職員のスクーリングを見学 

� 各教科で「主体性を促す取組」「ユニバーサルデザインの取組」について事前協議 

� 教科ごとに発表、全体協議 

    

<成果と課題> 

� 「授業のちょっと×２ハンドブック ver.1.0」について確認することができた。 

� 生徒にとって「分かりやすい授業」「分かりたくなる授業」について、授業の種を知ること

ができた。 

� 教科をこえて、職員全体で取組めるユニバーサルな取組について、意見を交えることができ

た。 

� 解答者として指名されることに抵抗がある生徒、教室の前方の席に座ることに抵抗がある生

徒などへの授業参加を促す取組が課題である。 

5 今後に向けて 

 

ユニバーサルデザインの視点とは難しく考えず 
いつもの授業にちょっとの工夫とちょっとの配慮という視点 

     

取

組

み 

 

授業サポートカード 

授業ちょっと×2 ポータル 

(教材共有や ICT 利活用紹介例ページ) 

授業のちょっと×2 

ハンドブック 

   

現

状 

 サポートカードをすべての

授業教室に配置するも、利用

率が半数程度 

ほとんど活用されていない。 

Ver1.0 は肯定的にとらえら

れている 

 

 

   

今

後 

 � 保管場所の工夫 

� 活用例の共有・紹介 

� 活用の周知 

� 教材の共有等 

� Ver2.0 に向け、深化させ

るとともに周知 

 

 ノウハウを共有し、授業者みんなが取組める体制づくり 


